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お買いあげいただを、まことにありびと5ございました。 

この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

ご使用の前に、「ま全にお使いいただくために」を必ずお読みください。 

この取扱説明書は、保証書とともに、いつでも見ることびできる所におず保存してください。 

《 TFT カラー液晶バネルは、非常に精密度の高い技術で作られておりますび、画面の一部に点灯しない画素や常 
時点なずる画素び存在する場合びあります。また、見る角度によっては、色のムラや明るさのムラび生じる場 
合びありますび、いずれを本機の動作に影響を与える故障ではありませんので、あらかじめご了をください。 
《長時間静止画を表おしないでください。残像や焼き付けの原因になることびあります。 

》輝度調整を最ルにすると、見えにくいことびあります。 

《コンピュータ信号の質び表示品位に影響を与えることびあります。高品位の映像信号を出力でさるコンピュー 
夕の使用をおすすめします。 

《本機は付属品を含め日本国内 ( AC 10 CDV ) 用です。ミ毎外では使えません。 

電波障害に関ずるごま意 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づ<クラス B 情報技術装置です。この装 
置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用さ 
れると、受信障害を引を起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


正しい取り扱いをしてち、電波の状況によりラジオやテレビジョン受信機の受信に影響を及ぼすことびあります。 
そのよラなとさは、次の点にごミ主意ください。 

《この製品をラジオ、テレビジョン受信機から十分に離してください。 

《この製品とラジオ、テレビジョン受信機を別のコンセントに接続してください。 

なお、詳しくは、お買いあげの販売店、またはをよりのお客様ご相談窓□にご相談ください。 

本書の表記について 

※本書は、 LL -193 A 、 LL -193 G 巧通の取扱説明書です。本書では、 LL -] 93 A を^1 93 A 」 t 、 LL -193 G を 
「193 G 」 と記載します。機種ごとに仕様び異なる箇所では、お名を記載して説明しています。（特に形名の記載 
びない箇所は、機種な通の説明です。また、製品イラストは^93 A です。 ） 

《本書では 、 Microsoft Windows XP Home Edition と Microsoft Windows XP Professional を 「Windows 
XP」、Microsoft Windows 2000を 「Windows 2000 」、 Microsoft Windows Millennium Edition を 
「Windows Me」、Microsoft Windows 98 を 「Windows 9 引 、 Microsoft Windows 9 已を 「Windows 日引 
と表記します。また、これらを区別する必要のない場合は、総称して 「 Windows 」 と表記しています。 

《 Microsoft 、 Windows は、米国マイク□ソフト社の米国、およびその他の国における登録商標です。 

《 Macintosh は、 米国アップル コン ピュ ータ 社の登録商標です。 

《そのほか、本書で記載されている会社名や商品名は、を社の商標または登録商標です。 

《本書で記載されている画面表示のイラストは、実際の画面表示とは多か異なることびあります。 


お願い 

《この製品は厳重な品質管理と検査を経て出荷しておりますび、万一故障または不具合びありましたら、お買い 
あげの販売店、またはをよりのお客様ご相談窓口までご連絡ください。 

《お客様または第=ちびこの製品の使用誤り、使用中に生じた故障、その他不具合またはこの製品の使用によつ 
て受けられた損害については、法令上賠償責任び認められる場合を除き、当社は一切その責任を負いませんの 
で、あらかじめご了をください。 

《この製品は付属品を含め、改良のため予告なく変更することびあります。 

《付属品の形状び本書に記載の内容と多少異なることびあります。 
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安全にお使いいただくために 


絵表示について この取扱説明書には、安全にお使いいただくためのいろいろな絵表示をしています。 

その表示を無視して、誤った取り扱いをすることによって生じる内容を次のよラに区分 
しています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 

A 苗&とヒ人び死 t または重傷を負う恐れび A 人びけびをしたり財産に損害を受 

胃=> ある内容を示しています。 ZIa 胃、ける恐れびある内容をおしています。 


絵表示の意昧 （絵表示の一例です。） 


A 記号は、 気を付ける 必要び / CN 記号は、 してはいけない A 記号は、 しなければな S ない 

あることを表しています。 ことを表しています。 ，，ことを表しています。 


A 警告 


電源コードを傷つけたり、重い物を載せた^ 
り、引っ張ったり、無理に曲げたりしない 
でください。また、加工しないでください。 

電源コードを傷め、义災ゃ感電の原因にな 
0ます。 

雷び鳴り始めた5、落雷による义がゃ感電 
を防ぐために、本機の電源を切り、電源プ W 
ラグをコンセントか6抜いてください。 

発熱したり、煙び出たり、変なにおいがず 0^ 
るなどの異常な状態で使用を続けると、义^ 
災ゃ感電の原因になりまず。異常び起きた 
ろ、 ずぐに本機の電源を切り、電源プラグ 
をコンセントか S 巧き、お買いあげの販売 
店にご連絡ください。 


A 警告 


アース接続してください。アース 接続びさ A 

れない状態で万一故障した場合は、感電の ™ 

恐れびあります。 

• アース U - ド線をコンセントの他の電極 
に拝入-接触させないでください。 

• アース接続は、必ず電源プラグをコンセ 
ントに差し込む前に行ってください。ま 
た、アース接続を外す場合は、必ず先に 
電源プラグをコンセントから巧いてくだ 
さい。順番び異なると感電の原因となり 
ふ 〇 

V_/ 


風通しの悪い場巧、ほこりや湿気のをい場 
巧、油煙や湯気の当たる場所では使用しな v-y 
いでください。 义災の原因になります。 


水などの液体がかか6ないよ5にしてくだ^ 
さい。また、ク U ップやピンなどの異物び^ 
機械の中に入6ないよ5にしてください。 

义災や感電の原因になります。 


めれた手で電源プラグを巧を差ししないで 
ください。 感電の原因になります。 











安全にお使いいただ < ために 



電源コードは、必ず付属のちのを使用して 
ください。付属しソ外のをのを使用すると、 
义災の原因になることびあります。 


改造や分辆はしないでください。また、お 
客様による修理はしないでください。火災 

や感電、けびの原因になることびあります。 


最原は、 AC 100 V (已 0/60 HZ ) のコンセント A 
を使用してください。指を外の電源を使用 ^ 

ずると、火災の原因になることびあります。 


電源プラグは、コンセントに直接差し込 S ん A 
でくださし、。タコ足配線をすると、過熱に W 
より义災の原因になることびあります。 


乂災や感電を防ぐために、巧のことをお守 I 
り < ださい。 

•電源プラグを巧くとさは、必ずプラグを 
持って抜いてください。 

• 夜間や旅行などで長時間使用しないとさ 
は、本機の電源を切り、電源プラグをコ 
ンセントから巧いてください。 

• 電源プラグや覇原〕ードび熱いとさ、また 
コンセントへの差し込みび緩く電源プラグ 
びぐらついているとさは、使用をやめて、 
お買いあげの販売店にご相談ください。 

ぐ S つく台の上や、不ま定な場所に置かな I 
いでください。また、強い衝撃やお動を与 
えないでください。落ちたり、倒れたりし 
てけびの原因になることびあります。 

直射日光の当たる場所や暖房器具のお<な I 
ど、高温になる場所で使用しないでくださし、。 

発熱や発乂の原因になることびあります。 

硬いちのでこずったり、たたいたりしない 
でください。破損してけびの原因になるこ 
とびあ0ます。 

あお向け、横倒し、逆さまにして使用しな I 
いでください。密閉した箱に入れたり、 

じゅ5たんや布団の上に置いたり、巧など 
をかけたりしないでください。 

通風孔をふさぐと、熱びこもり、発熱や発 
义の原因になることびあります。 


健康のために、巧のことをお守りください 。 A 

* 連続して使用する場合は、1時間ごとに W 
1□分から1已分の休憩を取り、目を休ま 
せてください。 

• 明暗の差び大をい所では使用しないでく 
ださい。 

• 曰光び画面に直接当たる所では使用しな 
いで < ださい。 

移動ずるときは、電源プラグをコンセント^ 
か5巧き、が部の接続ケーブルをがしてく ^ 

ださい。コードやケーフルび引っ掛かり、 

落ちたり、倒れたりしてけびの原因になる 
ことびあります。 

【193 G 】 移動ずるときは、ディスプレイ部 A 
とスタンド部の両方をしコかりと持コてく W 

ださい。ディスプレイ部だけで持ち上げる 
と、スタンドび急に伸びたり、スタンド部 
び揺れて、けびの原因になることびありま 
す。また、本機を傾けると、スタンドび急 
に伸びて、けびの原因になることびありま 
す。 

ディスプレイ部とスタンド部の間(特に取り A 
付け部分付お)で指をはさまないようにごを ™ 
意ください。 

通風孔に付着したほこりやゴミはこまめに取 A 
り除いてください。内部に入ったほこりの清 W 
掃はちよりのお客様相談窓□に巧頼してくだ 
さい。 

通風孔や内部にほこりびたまると、発熱や 
発义、故障の原因になることびあります。 

(内部の清掃費用については、もよりのお客 
様相談窓□にご相談ください。） 





付属品の確認 


箱の中に次のちのび入っているかおかめてください。 

万一、不足のちのびありましたら、お買いあげの販売店にご連絡ください。 


本体 （1 台） 

【 193A 】 [193G] 



台座 （1 個） 

【 193A 】 [193G] 

〇 の 



《捆包箱は、輸送などに備えてな管しておいてください。 

《巳 D - ROM 内のユーテイ U テイーの著作権は、シャープ(株)びな有していまず。許可なく複製しないでください。 
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台座の取り付け/取り外し 


A 


指などをはさまないようにごま意ください。 


《台座を取り付ける/取り外すときは、液晶バネルに 
触れないよラごミ主意ください。液晶/(ネルに力び加 
わると、破損の原因になります。 

》台座びしっかりと取り付けられたことをお語してか 
らご使用ください。はめ込みび不十分だと、本体び 
転倒したり、台座び落下したりする恐れびありま 
す。 


■台座の取り付け 

[193 A ] 

1.台座を水平な机の上などに置き、ゆっくりとスタン 
ドをはめ&む。 

カチッと音びするまではめ込んでください。 



[193 G ] 


A 台座の取り付けが終わるまで、シールとピン 
ま*を取りがさないでください。手順を誤るとス 
タンドが急に伸びて、けがの原因になること 
びあ0まず。 

N, _ J 

1.台座を水平な机の上などに置き、ゆっくりとスタン 
ドをはめ込む。 

カチッと音びするまではめ込んでください。 



2. スタンドか S シールとともにピンを取りがず。 



《高さ調整は、必ずピンを外してか5行ってください。 
《取り外したシールとピンは輸送などに備えて大切に 
保管しておいてください。 

■台座の取り外し(収納時） 

[193 A ] 

1 . 柔6かいななどを 7 k 平なところに敷を、表示部を下 
向きにしてゆっくりと置く。 

2. 台座の底にある4箇所のレバーを内側につまみなが 
S 、 台座を手前に引く。 



【193 G 】 

1. スタンドを一番短くした状態にずる。 （7 ページ） 

2. スタンドに、な管しておいたピンを取り付ける。 
(ピンの取り付け位圖ま、上記のイラストを参照） 

3. 柔5かいななどを水平なところに敷を、表示部を下 
向きにしてゆっくりと置く。 

4. 台座の底にある4箇所のレパーを内測につまみなが 
ろ、 台座を手前に引く。 
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高さ調整-角度調整 


A 

注意 


指などをはさまないようにごま意ください。 


《ディスプレイ部を動かすとさは、必ず枠の部分を 
持ってください。液晶パネルに手を当てて力を加え 
ると、破損の原因になります。 

■高さ調壁 [193 G ] 

1.スタンドの長さをゆっくりと調整ずる。 



■角度調壁 



[193 G ] 
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各部の名前とはた！ 5 を 


1 93 A 前面 1 93 A 背面 1 93 G 前面 1 93 G 背面 



① AUTO ボタン【1 93 A ] .... 画面の自動調整を行います。 （ 1已ぺージ） 

INPUT ボタン【1 93 G 】... 信号の入力端テを切り替えます。 （1 2ぺージ） 

② MENU ボタン . 調整メニューの表示、切り替え、消去を行います。 

③ ▼/ MODE ボタン . 調整メニューび表示されているときは、調整項目の還択に使います。 

調整メニューび表示されていないとをは、表示モードを設定します。 （14 ページ） 

④ イ►ボタン . 調整メニューび表示されているとさは、調整項目の選択や調整値の増減に使います。 

( VOLUME ) 調整メニューび表示されていないとをは、バックライトの明るさやスピーカーの音 

量を調整します。 （13 ページ） 

⑥スピーカー . 本機と接続している外部機器から入る音声を聞くことびでをます。 

⑥ へ、ソ ドホン端テ . 市販のへッドホンを接続することびできます。 

⑦ 電源ボタン （ 6 ). 電源の入/切を行います。 

⑨電源ランプ . 通常表示時は緑色に、待機時はオレンジ色に点なします。 

⑨ 主電源スイッチ 

⑩ 電源端テ . 付属の電源コードを接続します。 

⑩音声入力端テ . 付属のオーディオケーブルを使って、コンピュータの音声出力端子と接続します。 

⑩ DVI - D 入力端子 【193 G 】... 付属のデジタル信号ケーブルを使って、コンピュータのデジタル RGB 出力端子と接 
(INPUT 2) 続します。 

《デジタル接続の場合、 DV 唯拠の出力端子 ( DVI - D 24 ピンまたは DVI - に9ピン)を 
持ち、 SXGA 出力び可能なコンピュータと接続することびでをます。（ただし、 
接続するコンピュータによっては正しく表示されないことびあります。） 

⑩アナ□グ RGB 入力端テ....付属のアナ□グ信号ケーブルを使って、コンピュータのアナ□グ RGB 出力端子と接 
(【193 A 】 INPUT ) 続します。 

(【193 G 】 INPUT 1) 

⑩盗難防止ホール（白） ....... 市販の盗難防止□ックを接続すると、本体を持ち運べないよラに固定することびで 

きます。盗難防止ホールは、 Kensin 邑扣 n 社製マイク□セーバーセキュリティシス 
テムに対応しています。 

⑩通風孔 . 機器内部の熱を放出するためのをのです。 

※通風孔をふさびないでください。内部に熱びこもり、故障の原因になります。 





















接続-電源入/切 


※接続は、本機およびコンピュータの電源を切った状 
態で行ってください。 

《ケーブルを無理に巧げたり、ケーブルに力び加わら 
ないよラにしてください。断線などの故障の原因に 
なります。 


コンピュータの接続 
■アナ□グ接続 

アナ□グ信号ケーフル(付属）を使って、コンピュータ 
のアナ□グ RGB 出力端子と接続します。 

[193 A ] 



咐属） （ミニ D-subl 已ピン、 3 列) 


Power Macintosh のアナ□グ RGB 出力端子び D-subl 已 
ピン 2 列の場合、 Macin 扣 sh 用変換アダプター怖版品 
を取り付けまず。 


Power Macintosh 



Macintosh 用 変換アダプター 


? Memo 

《 Sun Ultra シ U- ズに接続する場合、変換アダプ 
ター(市販品)び必要になることびあります。 


[193 G ] 



アナ□グ RGB 入力端テ 
(INPUT 1) 

(ミニ D-subl 5 ピン、 3 列） 
コンピュータ 

. I . 




アナログ信号ケーブル アナ□グ RGB 出力端モ 

咐属） （ミこ D-subl 5 ピン、 3 列) 


《コネクターの向をを確かめ、垂直に契まで差し込ん 
だ後、両側のネジで固定します。 
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接続.電源入/切 


■デジタル接続【193引 

デジタル信号ケーフ^レ(付属）を使って、コンピュータ 
のデジタル RGB 出力端子と接続します。 

《 DVI 準拠の出力端子 ( DVI - D 24 ピンまたは DV り29 
ピン)を持ち、 SXGA 出力び可能なコンピュータと 
接続することびでをます。（ただし、接続するコン 
ピュータによっては正しく表示されないことびあり 
まず。） 



DVI - に白ピン) 


《コネクターの向をを確かめ、垂直に奥まで差し込ん 
だ後、両側のネジで固定します。 


■オーディオケーブルの接続 

オーディオケーブル(付属)をコンピュータの音声出力 
端子と接続すると、接続したコンピュータの音び本機 
のスピーカーやへッドホン端子から出力されます。 



へッドホン(市販品)の接続 

ヘッドホン(市販品）を接続することびでをます。 
ステレオ5ニプラグ（¢3.已 mm ) の付いたへッドホン 
を用意して < ださい。 



? Memo 

※ヘッドホンを接続すると、本機の スピーカーからは 
音び聞こえな < なります。 
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接続.電源入/切 


電源の接続 


電源の入れ方 


^電源は、 AC 100 V (已0/巨 OHz ) のコンセン 
ま*卜を使用してください。 指定！;!外の電源を使 
用ずると、火災の原因になることびあります。 


電源コードは、必ず付属のものを使用してください。 



1.本機のま電源を入れる。 



《主電源スイッチ入/切の切り替えは、おず約已秒 
ムツ上の間隔を空けて行ってください。急に切り 
替えると、故障や誤動作の原因になります。 

2. 本機の電源ボタン （ 6 ) を巧ず。 

3. コンピュータの電源を入れる。 

電源ランプび緑色に点なし、画面び表示されます。 


電源ボタンを巧す 



コンピュータの 

電源を入れる 



※電源を入れた後、画面び表示されるまでに少し 
時間びかかることびあります。 

《 ] 93 G をお使いの場合、コンピュータび接続さ 
れている入力端テび選択されていないと、画面 
は表示されません。必要に応じて、入力端テを 
切り替えてください。 （12 ページ） 


? Memo 

《アナ□グ接続の場合、本機を初めて使用するとを 
や、使用中のシステムの設定を変更したとさは、画 
面の自動調整 （1 已ページ)を行ってください。 

(193 G をデジタル接続でお使いの場合は、特に調 
整の必要はありません。） 

※お使いのコンピュータや 0 S によっては、接続先の 
コンピュータ側で本機のセツトアツプ情報のインス 
I ''ールび必要になる場合びあります。 （2 日ページ） 

※ノートパソコンと接続して、ノートパソコン画面と 
同時表示するよラに設をされていると、 MS-DOS 
画面び正しく表示でをないことびあります。その場 
合は、本機のみの表示となるよラに設定してくださ 
い。 
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接続.電源入/切 


入力端子の切り替え 【193 G 】 

INPUT ボタンで、信号の入力端子を切り替えます。 
アナログ RGB 入力端テ選択時 DVI - □入力端子選択時 


INPUT 

ボタン 


? Memo 

《入力信号びない場合、「入力信号びありません」と表 
示されます。 


電源の切り方 

1. コンピュータの電源を切る。 

2. 本機の電源ボタン（む ） を巧ず。 

電源ランプび消なします。 


入力吕 
< デジタル > 


入力 1 

< アナ □ グ > 


コンピュータので 

電源を切る 




長時間使用しないとをは、本機の主電源を切り、電 
源プラグをコンセントから抜いてください。 
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画面-スピーカー音量の調整 


アナ□グ接続時 

1. 巧めに自動調整をする。 （1 已ページ） 

2. 必要に応じて手動調整をする。 （ 16ページ) 


デジタル接続時 【193G】 

基本的には、調整をしなくてをお使いいただけます。 
必要に応じて手動調整びでをます。 （1 己ページ） 


? Memo 

《調整内容は、電源を切ってをな持されます。 

■調舊値のオールリセット 

すべての調整値を、工場出荷時の状態に戻すことびで 
さます。 

1. 本機の電源を切る。 

2. MENU ボタンと ▼ / MODE ボタンの両方を巧しな 
がら、電源ボタンを巧ず(電源を入れる）。 

画面に「オール I 」セット中」と表示されるまで押し続 
けてください。メッセージの表示び消えると 、 U 
セツトは完了です。 


? Memo 

※「オールリセット中」の表示中は、操作ボタンは効さ 
ません。 

《調整□ックび設定されている場合、オールリセット 
はでをません。調整□ックを解除してから操作して 
<ださい。 

■画面調塵メニューのリセット 

アナ□グ接続時の画面調整メニュー（ク□ック、 
フェーズ、水平位置、垂直位置)の調整値を、工場出 
荷時の状態に戻すことびでをます。 

1. 本機の電源を入れる。 

2. MENU ボタンとイボタンの両方を巧ず。 

画面に「1」セット中」と表おされて、 U セットび完了 
します。 


?が emo 

《 n 」 セット中」の表示中は、操作ボタンは効さませ 
ん。 

※調整□ックび設定されている場合、リわットはでさ 
ません。調整□ックを解除してから操作してくださ 
い。 


■調壁□ック機能 

電源ボタン外の操作ボタンを効かなくして（□ック 
設定)、調整をの内容の変更を防ぐことびでをます。 

1. 本機の電源を切る。 

2. MENU ボタンを巧しなが5、電源ボタンを巧ず(電 
源を入れる）。 

画面に r 調整 □ ックを設定しますか？」と表示される 
まで、ボタンを押し続けてください。 

3. ► ボタンを巧ず。 

調整□ックの解除 

1. 本機の電源を切る。 

2. MENU ボタンを巧しなが日、電源ボタンを巧ず(電 
源を入れる）。 

画面に r 調整ロックを解除しますか？」と表示される 
まで、ボタンを押し続けてください。 

3. ► ボタンを巧ず。 


バックライトの明るさ調整 

1 . 調整メニューが表示されていない状態で、 ◄ ボタ 
ンまたは►ボタンを巧ず。 

2. ▼ / MODE ボタンで r 明るさ」を選択ずる。 


曰里 


明るさ 


…. [▼/ MODE ] 


3. 4ボタン(暗くずる）、 ► ボタン(明るくずる）を巧 
して調整ずる。 

調整用の画面は、最後のボタン操作から数砂後、自 
動的にミ肖えます。 


スピーカーの音量調整 

1. 調整メニューが表示されていない状態で、 ◄ ボタ 
ンまたは►ボタンを巧ず。 

2. ▼ / MODE ボタンで r 音量」を還択ずる。 


明るさ 31 

選択"" [▼/ MODE ] 


3.イボタン(ルさくずる）、►ボタン(大きくずる）を 
巧して調整ずる。 

調整用の画面は、最後のボタン操作から数砂後、自 
動的に消えます。 
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画面.スピーカー音量の調壁 


表示モードの設定 

表示の色合いや明るさをボタン操作 一つで 切り替える 
ことびでさます。 

標準 液晶モニター本来の色合いを生かし 

た表示になります。 

オフィス 輝度を下げて表示します。 

(消費電力び下びります。） 
sRGB lECdnternational 

Electrotechnical Commission ) t )' 
規定した色再現性の国際規格でず。 
液晶の特性を考慮した色変換び行わ 
れ、原画像に基づいた色合いでの表 
示になります。 

あざやか 原色をダイナ S ックに表示します。 

《 「 sRGB 」 または「あざやか」に設をすると、調整メ 
ニューの階温度」は「標準」に、 r ガンスは「□」にな 
ります。 


製品情報の確認 

本機の型名、製造番号、使用時間を確認することびで 
さます。 

1. 本機の電源を切る。 

2. T / MODE ボタンを巧しなが5、電源ボタンを巧 
ず(電源を入れる）。 

製品情報び表示されます。 

3. MENU ボタンを巧ず。 

製品情報の表示を終了します。 

? Memo 

《工場での検査などで使用するため、使用時間は工場 
出荷時の」になっていないことびあります。 


設定ち法 

調整メニューび表示されていない状態で、 ▼/ MODE 
ボタンを押します。ボタンを巧すごとに、標準^ 
オフィス ー sRGB -あざやか-標準…と切り替 
ねります。 

設定用の画面は、最後のボタン操作から数秒後に自動 
的に消えます。 
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画面の調整 


画面の自動調整ヴナ□グ接続時) 

画面調整メニューのクロック、フェーズ、水平位置、 
垂直位置を自動的に調整します。 


? Memo 

※本機を初めて使用するときや、使用中のシステムの 
設定を変更したとさは、ご使用の前に自動調整を 
行ってください。 

《1 93 G をデジタル接続している場合は、自動調整を 
しなくてもお使いいただけます。必要に応じて手動 
調整して<ださい。 （1 巨ページ） 

■調整のための画面表示について 

画面調整メニューや映像調整メニューを調整する場合 
は、あらかじめ画面全体び明るくなるよラな画像を表 
示してください。 

Windows をお使いの場合は、 CD-ROM (付属)内の調 
整用バターン ( Windows 専用）を利用してください。 

調整用バターン ( Windows 専用)の呼び出しち 

1 . CD - ROM (付属）をコンピュータの CD - ROM ドライ 
ブにセットずる。 

2. 「マイコンピュータ」の CD - ROM を開く。 

3. 「 Ad し uty . exe 」 をダブルクリックして、調整用プロ 
グラムを起動ずる。 

調整用 J くターンび表示されます。 


■自動調壁のしかた 

AUTO ボタンで行ラち法と、 MENU ボタンで行ラち法 
びあ0ます。 


AUTO ボタン 


[193 A ] 


1. AUTO ボタンを巧す。 

2. ちラー度、 AUTO ボタンを巧ず。 

「自動調整中」と表示され、数砂をに r 自動調整中」の 
表示び消えます。 

(これで自動調整は完了です。） 


MENU ボタン 


1. MENU ボタンを巧ず。 

画面調整メニューび表示されます。 
(193 G の表示例です。） 


画面調整 

ク□ック 
フェーズ 

水平位置 
垂直位置 

入力1 アナ□グ 

1 2 8 0 x 1 0 2 4 V ： 6 OHz H : 日 4.0 kHz 


2> ボタンを巧して、 r 自動調整」を選択ずる。 

画面び黒<なり、「自動調整中」と表示され、数砂を 
に画面調整メニューに戻ります。 

(これで自動調整は完了です。） 

3. MENU ボタンを已回巧して、調整メニューを消ず。 




4. 調整が終わった日、 コンピュータの [ ESC ] キーを 巧 
して、調整用プ□グラムを終了ずる。 

? Memo 

《使用するコンピュータの表示モードび日万已千色の 
場合、カラーバターンのさ色の階調び異なって見え 
たり、グレースケールび色付さに見えることびあり 
ます。（入力信号の仕様によるちので、故障ではあ 
りません。） 


? Memo 

《通常は、自動調整だけでご使用いただけます。 

《1回の自動調整では、正しく調整でをないことびあ 
ります。その場合は、自動調整を2〜3回繰り返し 
てみて < ださい。 

《自動調整後、なのよラな場合は必要に応じて手動調 
整を行ってください。 （1 已ページ） 

•さらに微調整び必要なとさ 
• 「自動調整でをませんでした」と表示されたとさ 
(画面全体び極端に日旨い場合など、表示中の内容 
によっては自動調整びできないことびあります。 
再度、自動調整をする場合は、調整用バターンを 
利用するか、画面全体び明る<なるよラな画像に 
変えてみて < ださい。） 

• コンピュータからの信号びコンポジット-シンク 
やシンク-オン-グ U — ンのとさなど（自動調整 
では正しく調整でさないことびあります。） 

※動画や MS - DOS プ□ンプトなど、画面によっては 
自動調整び正しく行われないことびあります。 
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画面の手動調整 

1. 画面調整メニューや映像調整メニューを調整ずる場合 
は、画面全体が日月るくなるよ5な画像を表示する。 

(1 已ページ） 

2. MENU ボタンを巧して、調整メニューを表示ずる。 

《調整メニューの画面は1 93 G の表お例です。 


? Memo 

《1日 3 G をデジタル接続でお使いの場合、画面調整メ 
ニューと映像調整メニューを調整する必要はありま 
せん。 

《調整メニューは、最後のボタン操作から約3□砂 
後、自動的に消えます。 

《本書では、調整用パターン ( Windows 用）を利用し 
た調整のしかたを基本に説明します。 


画面調整メニュー 


画面調整 


ク□ック 
フェーズ 
水平位ち 
き直位ち 



入力1 アナ□グ 

1 2 8 0 x 1 0 2 4 V ： 60 Hz H : 目 4.0 kHz 


▼ /MODE 
ボタンで 
調整項目を 
選びます。 


♦ MENU ボタン 

映像調整メニュ ー 



▼ /MODE 
ボタンで 
調整項目を 
選びます。 


▼ /MODE 
ボタンで 
調整項目を 
選びます。 


本 MENU ボタン 

モー ド選択-1 メニユ ー 

▼ /MODE 
ボタンで 
調整項目を 
選びます。 



本 MENU ボタン 

カラー 調整 メニュー 


カラー 調整 



r ガソ X 圓 

n 

入力1 

アナ□グ 

1280 x 11 

0 2 4 V ： 6 0 H Z H : 目 4.0 kHz 


本 MENU ボタン 

モー ド選択-2 メニュ ー 


モード選巧 

-己 




pfm お:; 1 

D 




ォラタ巧- 

► 




入力1 


アナログ 


1280 x 1 

10 2 4 

V : 

60 Hz H : 

6 4.0 kHz 


▼ /MODE 
ボタンで 
調整項目を 
選びます。 


本 MENU ボタン 

調整 メニュー 終了 


■画面調整メニュー 

1 93 G をデジタル接続でお使いの場合は、調整する必 
要はありません。 


自動調整 

►ボタンで選択すると、「ク□ック」 r フェーズ」「水平 
位置」 r 垂直位置」び自動的に調整されます。 


ク□ック 

調整用パターンに縦じま状のノイズび出ないよラに 
◄ または ► ボタンで調整します。 


ドつが Q ] 〔。 )ドつが 。 ノ 



I —縦じま状ノイズ 


フエー ズ(位相） 

調整用パターンに横じま状のノイズび出ないよラに 
◄ または ► ボタンで調整します。 

《「フてーズ」の調整は、必ず「ク□ック」を正しく調整 
した後で行ってください。 



水平位置、垂直位置 

調整用 J f ターンの全体び画面内に表示されるよラに、 
左ち(水平位置)、上下(垂直位置)の位置を 
◄ または ► ボタンで調整します。 

_I ~ r~ な术 


調整用パターン 
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画面の調整 


■映像調壁メニュ ー 

1 93 G をデジタル接続でお使いの場合は、調整する必 
要はありません。 


自動調整 

► ボタンで選がすると、「黒レベル」「コントラスト」び 
自動的に調整されます。自動調整後、必要に応じて手 
動調整してください。 


黒レベル 

カラーパターンを見なびら、画面全体の明るさを◄ま 
たは►ボタンで調整します。 



カラーパターン 


コントラスト 

お 一 J f ターンを見なびら、すべての階調び表示され 
るよラに ◄ または ► ボタンで調整します。 


? Memo 

自動調整(才ートゲインコント□-ル機能）について 

《画面に表示中の最を明るい色と最を日旨い色を基準に 
調整します。 

※調整用バターンを利用しないとさは、已 mmx 已 mm 
しソ上の白い部分と黒い部分びある画像を表示して< 
ださい。表示びない場合は正しく調整でをないこと 
びあ0ます。 

《コンピュータからの信号びコンポジット' シンクや 
シンク-オン-グ U - ンのとさは、自動調整びでき 
ないことびあります。その場合は、手動で調整して 
<ださい。 

《「自動調整でさませんでした」と表示されたとをは、 
手動調整を行ってください。 


■カラー調壁メニュ ー 


色温度 

①「色温度」を選択して、►ボタンを押す。 
色温度メニューび表示されます。 


色;血度 

寒ち • 暖 

赤色コントラスト 
緑色コントラスト 
青色コントラスト 

色ユーザー設定 


設定…- [ MENU ] 


② ◄ または ► ボタンで r 寒色」「•」「標準」 r ' 」「暖色」 
「ユーヴー設定」を選ぶ。 

寒色 ......... 標準設定よりを青みびかった色合い 

•......... 標準設定よりをやや青みびかった色合い 

標準 ......... 標準設定 

•......... 標準設定よりをやや赤みびかった色合い 

暖色 ......... 標準設定よりをホみびかった色合い 

ユーザー 設定 

「赤色コントラスト」、「緑色コントラスト」、「青 
色コントラスト」の設定値び表示され、微調整び 
でさます。 

▼ / MODE ボタンで「赤色コントラスト」「緑色コ 
ントラスト」 r 青色コントラスりを選んで調整し 
ます。 

赤色コントラスト .......◄ ボタンで青緑色、 

► ボタンで赤色 
緑色コントラスト .......◄ ボタンで紫色、 

► ボタンで緑色 
青色コントラスト .......◄ ボタンで黄色、 

► ボタンで青色 

③ MENU ボタンを押す。 


F Memo 

《「標準」！;1外では、すべての階調を表示することはで 
さません。すべての階調を表示したいとさは、 r 標 
準」に設をしてください。 

《「表示モード」び rsRGB 」 または「あざやか」の場合、 
「標準」 Li (外に設をすることはでをません。 


ガンマ 

暗い画像や明るい画像び見やずくなるよ5に、◄また 
は►ボタンで調整します。暗くて見えにくい場合は数 
値を上げ、明るくて見えにくい場合は数値を下げまず。 
《「表示モード」び 「 sRGB 」 または「あざやか」の場合、 
ガンマの設定はでさません。 
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■モード選択- 1 メニュ ー 

? Memo 

《入力信号の解像度によっては、項目の選択びでさて 
ち、表示状態びをわらないことびあります。 

OSD 画面水平位置 

調整メニューの表示位置を ◄ または ► ボタンで左ち 
に動かします。 

OSD 画面垂直位置 

調整メニューの表示位置を ◄ または ► ボタンで上下 
に動かします。 

拡大補正レベル 

化大表示の画像のシャープさを ◄ または ► ボタンで 
調整します。 

《1 280 X 1 024ドット未満の表示モードの画面を表 
示させた場合、画面全体に化大表示されます。 

(アスぺクト比(縦横比)びをわることびあります。） 

0 SD 言語選択 

調整メニューの言語を変更することびでをます。 

① 「0 S □言語選択」を選択して、►ボタンを押す。 
言語選択メニューび表示されます。 

② ▼/ MODE ボタンで言語を選択する。 

③ MENU ボタンを押す。 


■モード選択-2メニュ ー 

製品情報 

本機の型名、製造番号、使用時間を確認することびで 
をます。 

① 「製品情報」を選がして、►ボタンを押す。 

製品情報び表示されます。 

② MENU ボタンを押す。 

製品情報の表示を終了します。 

? Memo 

《工場での検査などで使用するため、使用時間は工場 
出荷時の」になっていないことびあります。 

オフタイマー 

一を時間で電源を自動的に切ることびでをます。 

①「オフタイマー」を選がして、►ボタンを押す。 

③ 「する」 r しない」を ◄ または ► ボタンで設定する。 
「する」の場合は、 ▼/ MODE ボタンを押し、 

◄ または ► ボタンで電源び切れる時間を設ちしま 
す。 （ 1〜23時間の範囲で1時間単位） 

③ MENU ボタンを押す。 

《「する」の場合、電源び切れる5分前から画面ち上に 
残り時間び表示されます。 （ 1分単位で約5秒間） 

《上記残り時間の表示から電源び切れるまでの操作に 
っいて 

•時間を延長したいとさは、電源ボタンを押しま 
す。電源ボタンを押すと、1時間をに電源び切れ 
るよラになります。 

(なに電源を入れたとを、オフタイマーは上記手 
順③で設定した時間のままです。） 

• 電源を切りたい時は、電源ボタンを2回押しま 
ず。 

《「する」に設をされていると、本機の電源を入れると 
さ、設定時間び画面に数砂間表示されます。（入力 
信号び無い場合は「入力信号びありません」と表おさ 
れます。） 
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お手入れ • 保管 • アフターヴービスについて 


お手入れのしかた 保管にあたって 

お手入れの際は、あず電源プラグをコンセントから抜 長時間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセン 

いて <ださい。 卜から抜いて < ださい。 


■キャビネットや操作パネル部分 

キャビネットや操作パネル部分のちれは、乾いた柔ら 
かい巧で軽くふさ取ってください。 

巧れびひどいとさは、柔らかい巧を水で薄めた中性洗 
剤に浸し、よく絞ってから巧れをふさ取ってくださ 
い。 

■液晶パネル部分 

液晶パネ j レの表面の巧れやほこりは、乾いた柔らかい 
巧で軽くふさ取ってください。（レンズクリーナーや 
ガーゼなどの柔らかい巧でもかまいません。） 

※シンナー、ベンジン、アルコール、ガラスク U - 
ナーなどは絶対に使用しないでください。変色や変 
おの原因になります。 

《おいをのでこすったり、強い力を加えないでくださ 
し)。傷び付いたり、故障の原因になります。 


《ゴム製品やビニール製品などと長時間接軸させない 
でください。変色や変おの原因になります。 


リサイクルについて 

使用済み液晶モニターを有益な資源として再利用する 
ため U サイクルにご協力ください。 

U サイクルについては、下記ホームページをご覧くだ 
さい。 

http :// www . sharp . co . jp / corporate / eco / recycle / 

business.html 


? Memo 

《本機に使用している堂光管には水銀び含まれていま 
す。本機を廃棄する場合は、資源有効利用促進法に 
基づき、回収-リサイクルにご協力ください。 
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お手入れ • 保管.アフターヴービスについて 


故障かな？と思った5 

故障かな？と思ったら、修理を依頼される前に次の点 
をご確認ください。 

それでち正當に動かないとさは、お買いあげの販売店、 
またはをよりのお客様ご相談窓□にご連絡ください。 


本機で使用している堂光管には寿命びありまず。 

※画面び暗くなったり、チラついたり、点なしないと 
をは、寿命です。お買いあげの販売店、またはをよ 
りのお客様ご相談窓□にお問い合わせください。 

《ご使用初期において、堂光管の特性上、画面びチラ 
つくことびあります(故障ではありません)。 

その場合は、いったん電源を切り、電源を入れ直し 
てご確認ください。 


画面に何も表示されない谓源ランプ消な） 

《電源コードは正しく接続されていますか。 

(11 ページ） 

画面に何も表示されない谓源ランプ点な） 

《コンピュータと正しく接続されていますか。 

(呂、10ぺージ） 

《コンピュータの電源は入っていますか。 

《193 G の場合、信号の入力端子は正しく選択されて 
いますか。 （12 ページ） 

《コンピュータの信号タイ5ングは本機の仕様に合っ 
ていますか。に3、24ぺージ） 

《コンピュータの省電力機能び動作していませんか。 
キーボードのキーを巧すか、マウスを動かしてみて 
<ださい。 

操作ボタンが効かない 

《調整□ックび設定されていませんか。 （1 3ページ） 

画面び乱れている 

《コンピュータの信号タイ5ングは本機の仕様に合っ 
ていまずか。に3、24ぺージ） 

《アナ□グ信号でお使いの場合、画面自動調整を行っ 
てください。 （1 已ページ） 

《お使いのコンピュータで垂直周波数 （ U フレッシュ 
レート）び変更でをる場合は、をい周波数に変えて 
みてください。（23、24ぺージ） 


音が聞こえない 

《オーディオケーブルは正しく接続されていますか。 
(10 ページ） 

《音量調整を行ってください。 （1 3ページ） 

《 へッ ドホンび接続されているとさは、スピーカーの 
音は鳴りません。 

《本機び待機状態(電源ランプびオレンジ色）になって 
いるとをは、スピーカーの音は鳴りません。 

アフターサービスについて 
■製品の保証について 

この製品にはな証書びついています。な証書は、販売 
窓□にて所定事項を記入しておミ度ししますので、内容 
をよくお読みのラえ大切にイ呆存してください。 
保証期間はお買いあげの曰から3年間です(ただし、光 
源の堂光管は消耗品ですので、な証の対象になりませ 
ん)。保証期間中でを修理は有料になることびありま 
すので、保証書をよ < お読み< ださい。 

■補修用性能部品について 

当社は、本製品の補修用性能部品を製造巧切を、7年間 
な有しています。補修用性能部品とは、その製品の機能 
を維持するために必要な部品のことです。 

■修理を依頼されるとさは 

先に「故障かな？と思ったら」をお読みのラえ、ち5—度 
お調べください。それでち異常びあるとをは、使用をや 
めて、電源コードをコンセント占、5抜さ、お買いあげの 
販売店、またはをよりのお客様ご相談窓□にこの製品を 
r お持ち込み」 のラえ、修理をお申し付けください。 

ご自分での修理はしないで < ださい。たいへん危険です。 
巧証期間中 

イ呆証書をご提示<ださい。な証書の規定に従って修理 
させていただをます。 

巧証期間び過ぎているとをは 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご希望により 
ち料で修理させていたださます。 

修理料金のしくみ 


修理料金は、技術料'部品代などで構成されています。 


技術料 

故障した製品を正常に修復するための料をです。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。 


アフターサービスに ついてねからないことは、お買い 
あげの販売店、またはちよりのお客様ご相談窓口にお 
問い合わせください。 


吕〇 


お客様ご相談窓□のご案内 (なページ) 





お客様ご相談窓口のご案内 


修理-お取り扱い-お手入れについてのご相談やご巧頼は、お買いあげの販売店へご連絡ください。 
転居や贈答品などでな証書記載の販売店にご相談できない場合は、下記の窓□にご相談ください。 

-製品の故障や部品のご購入に関するご相談は'' 

■製品のお取り扱いち法、その他ご不明な点は'' _ 

※電話番号、所在地などは変わることびありますので、その節はご容赦願います。に00已年11月現在） 


修理相談センター 


お客様相談センター 


修理相談センター 


パソコン修理相談センター 

く受付時間 > ※月曜日〜 ± 曜日： 午前目時〜午後6時※日曜日-祝日：午前]日時〜午穫已時 件 末 年始を除く) 


S 55 0570-01-4649 

ナビダイヤルは、全国どこか5でち一律料金でご利用いただけます。 

(を ) PHS • IP 電話からは、下記一般電話番号におかけください。 

ナビダイヤル 



PHS / IP 電言 舌のちは一 般電言 舌へ . 東日本地区日 43-3 己 1-1831 西日本地区 06 -目 792 -已目 13 


@修理ご依頼品を直接お持ちいただ<場合は、お買いあげの販売店、または下記修理受付窓口へお持ち込み<だ 
さい。 

金曜日：午前日時〜午後日時30分 吐曜日.日曜日.祝曰など弊社休曰を除く） 

所在地 


く受付持間 > ※月曜日/ 


担当地域拠点名郵價番号 
化海道札幌 干 063-0801 ホし幌巿西区二十四軒 ] 条7 T 目3 - 17 
帯広 T 080-001 1帯広市西]条南2 6 T 目] 9-1 

室蘭 〒050 -0074 室蘭市中島町1 - 9 

卸 I 路 干08已 -00 巳]卸 1 路市光陽の 8-1 3 

旭り I T 070-0031 旭り I 市一条通 4 T 目左1日 
函館 〒 040-000] 函館市五擾郭町3 1-17 
青森県青森 干030 -0121 青森市妙見 3-3-4 

弘前 干 036-8101 弘前市豊田 3-5-1 
八戸 干 03]-08 Q 2 八戸市ル中野 2-8-1 6 

秋田県秋田 干010 -0941 秋田市り I 尻町大川反] 7日-日6 

岩手県岩手 干 020-0891 紫波郡矢巾町流通センター南3-] -1 

蓋石 〒028 -0522 遠野市新穀化3 - 3 

宮城県仙台 〒984-00日2仙台市若林区卸町東3-]-2 7 

山あ県山形 干 990-0023 山形市松波 2-6 -日 
福島県福島 〒9日 3-01]] 郡山市き積町荒井方 AT 3 3-1 

いわを 干 97 Q -8 Q 33 いわを市自由ヶ己3 7 -] 0 
新潟県新漏 〒 950-0993 新漏市上所中1 - 7 - 2 ] 

栃木県宇都き 〒 320-0833 宇都き市不動前 4-2-4 1 
群馬県群馬 干37 1-08 已已前橋市問屋町 1-3-7 

茨城県茨城 〒310-08已]水戸市千波町1963 

埼玉県さいたま干33 ] -08 ] 2さいたま市：!ヒ区宮原町 2-107-2 
東京都江ま 〒 130-0011 東京都墨田区石原 2-12-3 

城南 干] 43-002 已東京都大田区南馬込 ]- 5 - 1日 

東京 〒 114-0013 東京都北;区ま田端 2-13-1 7 
多摩 干] 91-0003 曰野市日野台日一 5-4 

千葉県幕張 干2日 1-8 已20千葉市美お区中瀬]-9 -2 

千葉 〒 270-2231 お戸市稔台 2 9 5 -1 

東千葉 干 289-2 132八日市場市高字ま2 7 7 9 -4 
木更ま 干 299-0]] 已市原市不入斗15 5 5 - 1 
神奈川県横お 〒 235-0036 横お市磯子区中原 ]- 2 - 2 3 

湘南 干2已 4-00 ] 3平塚市田村 4-14-3 6 

相模原干 229-1122 相模原市横山 2-2-12 
山梨県山梨 干 400-0049 甲府市富巧 2-1-17 

静岡県静岡 〒 424-0067 静岡市清水区鳥あ ]] 7日番] 

沼ま 干 410-0062 沼ま市宮前町1 ]- 4 

おお 〒 430-0803 おお市植松町 1 4 7 6 -2 
長野県お本 〒 399-0002 お本市芳野 8-1 4 

長野 干 388-8014 長野市ノ井塩崎東田が6 8 7 7 -] 

愛知県名古屋干4巳 4-872] 名古屋市中 j II 区山王 3-5 -日 
岡崎 干 444-00 日已岡崎市柿田町 1-2 1 

豊橋 〒 440-0086 豊橋市下地町橋口1 7-1 


担当地域 

拠点名 

郵便番号 

所在地 


岐阜県 

岐阜 

干已〇 0-83 巳 S 

岐阜市六条南3-] 2-9 


王重県 

=重 

〒巳]4-0]3] 

ま市あのつ台4 -6 — 4 


富山県 

富山 

干 930-0906 

富山市新庄化町 5-6 3 


石川県 

金が 

干92 1-880] 

石り1郡野々市町御経塚 4-] 日3 

福井県 

福井 

干 9] 8-8206 

福井市:!ヒ四ツ居町6 2日 


滋賀県 

滋賀 

〒巳 20-2] 巳] 

大ま市栗林町1 ] 一3日 


京都府 

京都 

干601-8]02 

京都市南区上鳥羽菅田町4 8 


mm 

干 620-0054 

福知山市末広町 6-] 3 


大阪府 

恵美須 

干巳已 6-0003 

大阪市浪速区恵美須西1一 

2-9 


大阪 

〒巳 47-8 巳] 0 

大阪市平野区加美南3 -7 

-19 


南大阪 

干巳 97-0062 

貝塚市が ] 215 



j ヒ大阪 

〒巳 67-083] 

茨木市能川巳一] 5-3 


兵庫県 

阪神 

干6日 1-098] 

兵庫県尼崎市猪名寺3 -2 

-10 


姫路 

干67 1-2222 

姫路市青山 ろ一]-1 


奈良県 

奈良 

干 639-1 103 

大和郡山市美'濃庄町4 9 2 


和歌山県 

和歌山 

干 641-003] 

和歌山市西ルニ里 2-4- 

91 


南系己 

干 646-00 已] 

田辺市稲成町8日一 2 


鳥取県 

鳥お 

干 680-0942 

鳥取市湖山0：[ま 4-27-1 


岡山県 

岡山 

干70 1-030] 

都達郡早島町矢尾8 2 8 


島根県 

お江 

干 690-00] 7 

松江市西ま田3-] -1 日 


広島県 

広島 

干 731-0] ]3 

広島市安佐南区西原2— ] 

3-4 


東広島 

干 739-0] 42 

東広島市八本おま4一3- 

3 0 


福山 

干 720-084] 

福山市ま之郷町ま之郷2 7 2 -1 

山□県 

山 □ 

干7已 4-0024 

山□市ル郡若草町 4-1 2 



東山 □ 

干 744-00 ]] 

下お市西豊井 173-1 


香川県 

高松 

干 760-006 已 

高お市朝日町6 -2-8 


徳島県 

徳島 

干 770-08] 3 

徳島市中常三島町 3- 1 ] 

-14 

愛媛県 

愛媛 

干 79]-8036 

お山市高岡町17 8— 1 


居!を]貴 

局知 

干781-8]04 

高知市高須1 一] 4 - 4 3 


福岡県 

福岡 

干 8] 6-008] 

福岡市博多区井相田2 - 1 

2-1 


扇福岡 

干 839-08] 2 

义留米市山り1安居野3— ] 

2-4 7 


j ヒ九州 

干 803-08] 4 

j ヒ九州市ル倉北区大手町6 

-12 

長崎県 

長崎 

干8已 6-08] 7 

大村市古賀島町6 13-3 


大分県 

大分 

干 870-09] 3 

大分市松原町3-己 一3 


熊本県 

熊本 

干 862-097 巳 

熊本市新屋敷3-] 5-1 

7 


天草 

干 863-002] 

本渡市港町 19-3 


宮崎県 

宮崎 

干 880-0007 

宮崎市原町4一] 2 


鹿児島県 

鹿児島 

干 890-0064 

鹿児島市鴨池新町 ] 2— ] 



奄美 

干 894-003 巳 

名瀬市塩お町8— ] 


ホ縄県 

那覇 

干 900-0002 

那覇市磨2— 1 0-1 



先島 

干 906-00] 3 

平良市下里2 14-4 



お客様相談センター 


<受付時間 > ※月曜日〜±曜日：午前9時〜午を日時※日曜日-祝日：午前10時〜午を已時 (年モ年始を除く) 


函 0120 -303-909 

1※フ U —タイヤルがご利用いただけない場ちは… 1 

東曰本 
相談室 

最ミ午 

巧日百 

043-3 曰]-1822 

FAX 

043-299-8280 

干 26] -8 曰20 

千葉県千葉市美お区中瀬1 -9-2 


西曰本 
相談室 

最ミ午 

巧日百 

日目- 6792-1 已83 

FAX 

0白-色7白2-己993 

〒已 S ] -8 曰8已 

大阪府 y 1尾市北亀井町 3- 1 -72 


《 FAX 送信される場合は、お客様へのスムーズな対応のため、名やお問い合わせ内容のご記入をお願いいたします。 
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■製品仕様 

機種名 

LL -193 A - W 口 □スティホワイト） 

LL -193 A-B (ブラック） 

LL -193 G - W (フ□スティホワイト） 

LL -193 G-B (ブラック） 

液晶表示素モ 

19型风角 48.2 cm ) TFT カラーあ晶 

最大解像度 

SXGA 1280 XI 024 

最大表示色 

[ 1 93 A ] 約]日] 9万色(已ビット + FRC ) 

《FRC : Frame Rate Control 
【193 G 】 約]已77万色旧ビット） 

画素ピッチ 

水平0.294 mm x 垂直0.2日 4 mm 

最大輝度 

【193 A 】 2已 0 cd / m 2 
【193 G 】 230 cd / m 2 

※画面の輝度は経年により fi 下します。一定の輝 
度を維持するをのではありません。 

コントラスト比 

【193 A 】 已〇0 : ] 

【193 G 】 曰00 : ] 

視野角 

[ 1 93 A ] 左ち1日ぴ/上下1已ぴ 
(コントラスト比 >已） 

[193 G ] 左ち178° /上下178° 

(コントラスト比 >10) 

表示画面サイズ 

横376.3 mm x 縦301 .1 mm 

映像入力信号 

【193 A 】 アナ□グ RGB (0'7 Vp - p )[7 已 n ] 
【193 G 】 アナ□グ RGB (0'7 Vp - p )[7 已 n ] 
デジタル DV 照格].0準拠 

同期入力信号 

水平/垂直セパレート (TTL :正/負)、 

シンク.オン.グリーン、 

コンポジット.シンク （TTL :正/負） 

拡大補正 

デジタルスケ ー U ング ( VGA / SVGA / XGA などを 
SXGA に巧正してお大表示） 

《全画面へのあ大表おのみ。1:1での表示、アス 
ぺクト比(縦横比)固定でのお大表示はでさませ 
ん。 

プラグ&プレイ 

VESA DDC 2 B 対応 


バワーマネー ジメント 

【193 A 】 VESADPMS 準拠 
【193 G 】 VESA DPMS 準拠 、 DVI DMPM 準拠 
スピーカー出力 
1 W + 1 W 

コンピュータ信号入力端モ 

[ 1 93 A ] アナ□グ：ミニ D - subl 已ピン (3 列） 
【193 G 】 アナ□グ：ミニ D - subl 已ピン (3 列） 
デジタル： DVI - D 24 ピン 

音亩入力端モ 

0 3.5 mm S ニステレオジャック 

へッドホン出力端モ 

0 3.5 mm S ニステレオジャック 

高さ調整 【193 G 】 

調整範囲約 70 mm 

画面角度調整 

チルト： 【193 A 】 上向きに約0° -25° 

下向きに約ぴ〜已° 

【193 G 】 上向きに約0°〜20° 

下向きに約ぴ〜已‘ 

スイーベル： 【193 G 】 左もに約30°ずつ 
電源 

AC 100 V 已0/己 OHz 

使用温度を件 

已む〜 35 °C 

消費電力 

[193 A ] 3 1 W (音声入力なし)、最大3巳 W 、 待機時 1.2 W 
【193 G 】 43 W (音声入力なし)、最大加 W 、 待機時 1.2 W 

夕がミ寸法 
[193 A ] 

幅約41 8 mm x 奥行約220 mm x 高さ約41 6 mm 

【193 G 】 

幅約4 18 mm x 奥行約 243 mm x 高さ約436〜已〇日 mm 
質量 

[193 A ] 

約已 .9 k 目(信号ケーブル/電源コード含まず） 

約已 .2 k 目(ディスプレイ部のみ） 

【193 G 】 

約 7. 1 k 目(信号ケーブル/電源コード含まず） 

約已 .2 k 目(ディスプレイ部のみ） 

捆包時寸法 
[193 A ] 

幅約巳3巳 mm X 奥行約 226 mm x 高さ約已 30 mm 

【193 G 】 

幅約巳3日 mm X 奥行約 253 mm x 高さ約已 30 mm 
捆包時 質量 
約1 Ok 有 





化炼 


■夕 i 形寸法図 逆位 mm ) 


[193 A ] 



羞 

卜220 .1 


[193 G ] 




付属ケーブルの長さ 

アナ□グ信号ケーブル：約1 .8 m 
電源コード ：約1 .8 m 

才ーディオケーブル ：約1 .8 m 

デジタル信号ケーブル 【193 G 】 ：約] .8 m 


■対応信号タイミング(アナ□グ) 


画面解像度 

水平周被数 

垂直周波数 

ドット周波数 

VESA 
- IBM AT 
互換機 
•PC- 目800 
シリーズ 

640X480 

31.已 kHz 

60Hz 

2 己. 17 巳 MHz 

37.9kHz 

72Hz 

31.己 MHz 

37.己 kHz 

7 己 Hz 

31.己 MHz 

800X600 

3己.1 kHz 

已色 Hz 

36.0MHz 

37.9kHz 

巨 OHz 

40.0MHz 

48.1kHz 

72Hz 

已日.日 MHz 

46.9kHz 

7 己 Hz 

4目.己 MHz 

1024X768 

48.4kHz 

白 OHz 

目己.日 MHz 

已巨.己 kHz 

70Hz 

7己.日 MHz 

色0.0 kHz 

7 己 Hz 

78.7 已 MHz 

1152X864 

色 7 .已 kHz 

7 己 Hz 

108.0 MHz 

1280X960 

色0.0 kHz 

巨 OHz 

108.0 MHz 

1280X1024 

64.0kHz 

巨 OHz 

108.0 MHz 

80.0 kHz 

7 已 Hz 

] 3 已.日 MHz 

US TEXT 

720X400 

31 .己 kHz 

70Hz 

28.3MHz 

Power 

Macintosh 

シリーズ 

640X480 

3 己. OkHz 

白色. 7Hz 

30.2MHz 

832X624 

49.7kHz 

74.6Hz 

已 7.3MHz 

1024X768 

色 0.2kHz 

7 已 Hz 

80.0MHz 

1152X870 

68.7kHz 

7 已 Hz 

lOO.OMHz 

1280X1024 

64.0kHz 

白 OHz 

108.0 MHz 

80.0 kHz 

7 已 Hz 

] 3 已.日 MHz 

Sun Ultra 
シリーズ 

1024X768 

48.3kHz 

60Hz 

64.13 MHz 

已 3.6kHz 

白巨 Hz 

70.4MHz 

已 6 .白 kHz 

70Hz 

74.2 已 MHz 

1152X900 

61.8kHz 

白巨 Hz 

94.88 MHz 

71.8kHz 

76.2Hz 

108.23 MHz 

1280X1024 

71.7kHz 

巨 7.2Hz 

117.01MHz 

81.1kHz 

76Hz 

]34 .白 9MHz 


《巧奨解像度は、 1280 X 1 024です。 

《すべてノンインターレースのみの対応です。 

※接続するコンピュータによっては、上記対応信号で 
あってち正しく表示でさない場合びあります。 

《 Power Macintosh 、 および Sun Ultra シ U — ズの 
各周波数は参考値です。また接続には、市販の変換 
アダプターび必要になることびあります。 

《本機で対応していない信号タイ S ングび入力された 
とをには、「入力信号び対応範囲外です」と表示され 
ます。その場合、お使いのコンピュータの取扱説明 
書にをとづを、本機で対応している信号タイ S ング 
に設をしてください。 

《本機に何も信号(同期信哥び入力されない場合、 
「入力信号びありません」と表示されます。 
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化炼 


■対応信号タイミング(デジタル）【193引 


画面角 

库像度 

水平周波数 

垂直周波数 

ドット周波数 

VESA 
- IBM AT 
互換機 
• PC-9800 
シリーズ 

640 X 480 

31 .已 kHz 

60Hz 

2 已 .17 已 MHz 

37.9kHz 

72Hz 

31.己 MHz 

37 .已 kHz 

7 已 Hz 

31.已 MHz 

800 X 600 

37.9kHz 

60Hz 

40.0MHz 

48.1kHz 

72Hz 

已日 .OMHz 

46.9kHz 

7 已 Hz 

49.己 MHz 

1024 X 768 

48.4kHz 

60Hz 

目已 .OMHz 

已 6 .已 kHz 

70Hz 

7己.日 MHz 

色0.0 kHz 

7 已 Hz 

78.7 已 MHz 

1152 X 864 

色 7 .己 kHz 

7 已 Hz 

108.0 MHz 

1280 X 960 

色0.0 kHz 

60Hz 

108.0 MHz 

1280 X 1024 

64.0 kHz 

60Hz 

108.0 MHz 

US TEXT 

720 X 400 

31 .已 kHz 

70Hz 

28.3MHz 


《推奨解像度は、 ] 280 X 1024です。 

《ずべてノンインターレースのみの対応です。 

《 DVI 準拠の出力端子 ( DVI - D 24 ピンまたは DVI - 
に9ピン)を持ち SXGA 出力び可能なコンピュータ 
と接続でをます。 

※接続するコンピュータによっては、上記対応信号で 
あってを正しく表示されない場合びあります。 

《本機で対応していない信号タイ S ングび入力された 
とさには、「入力信号び対応範囲外です」と表示され 
まず。その場合、お使いのコンピュータの取扱説明 
書にもとづき、本機で対応している信号タイミング 
に設定してください。 

《本機に何も信号(同期信哥び入力されない場合、 
「入力信号びありません」と表示されます。 

■アナ □ グ信号入力端子のピン配歹 IJ 

(ミニ D - subl 已ピン） 

& © @ @ © ® 夕 
〇 \\⑩⑨⑨0⑥// 〇 

义⑩四四©⑩グ 


番号 

機能 

番号 

機能 

1 

ホ映像信号入力 

9 

+已V 

2 

緑映像信号入力 

10 

GND 

3 

青映儘信号入力 

11 

N.C. 

4 

N.C. 

12 

DDC データ 

已 

GND 

13 

水平同期信号用入力 

6 

ホ映像信号用 GND 

14 

垂直同期信号用入力 

7 

緑映像信号用 GND 

15 

DDC ク□ック 

8 

青映像信号用 GND 



■DVI-D 入力端子のピン配歹 U 【193引 
( DVI-D 吕 4 ピン） 


[\田回回凶回回回回 夕 
〇 \\回四因]回回回回回 口い Q 
yyp 回回國凹國図國 IJ 


番号 

機能 

番号 

機能 

1 

TMDS データ2- 

13 

N.C. 

2 

TMDS データ S+ 

14 

+已V 

3 

TMDS デ-夕2/4シ-ルド 

1已 

GND 

4 

N.C. 

16 

ホツトプラグ検知 

已 

N.C. 

17 

TMDS データ日一 

6 

DDC ク□ック 

18 

TMDS データ日+ 

7 

DDC データ 

19 

TMDS デ-夕日/日シ-ルド 

8 

N.C. 

20 

N.C. 

9 

TMDS データ1一 

21 

N.C. 

10 

TMDS データ1 + 

22 

TMDS ク□ツクシールド 

11 

TMDS データ1/3シールド 

23 

TMDS ク□ツク+ 

12 

N.C. 

24 

TMDS ク□ツクー 


■パワーマネージメント 

]93 A は、 VESADPMS 、 Ener 呂 y Star に準拠して 
います。 193 G は、 VESADPMS、DVI DMPM 、 
Energy Star に準拠しています。 

パワーマネージ X ント機能が動作するためには、ビデ 
才力ードやコンピュータちこれらの規格に適含してい 
る必要があります。 


DPMS : Display Power Mana 旨 ement Si 呂 nalin 旨 


DPMS モード 

画面 

消費電力 

水平 

同期 

垂直 

同期 

ON STATE 

表示 

3已 \Ar 

sow** 

おり 

あ0 

STANDBY 

無表 7J\ 

1.2W 

なし 

あ0 

SUSPEND 

おり 

なし 

OFF STATE 

なし 

なし 


193A 
1 白 3G 


DMPM : Digital Monitor Power Management [193 G ] 


DMPM モード 

画面 

消費電力 

Monitor ON 

表示 

SOW 

Active OFF 

無表示 

1.2W 
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Energy Star : 



当社は、国際エネルギースタープ□グラムの参加事業 
者として、本製品び国際エネルギースタープ□グラム 
の巧象製品に関する基準を満たしていると判断しま 
す。 


■ DDC (プラグ&プレイ） 

本機は、 VESA の DD 巳 （Display Data Channel ) 規 
格をサポートしています。 

DDC とは、モニターとコンピュータのプラグ&プレ 
イを行ラための信号規格です。モニターとコンピュー 
夕の間で解像度などに関する情報を受けミ度しします。 
この機能は、コンピュータび DDC に対応しており、 
プラグ&プレイモニターを検出する設定になっている 
場合に使用でをます。 

DDC には、通信ち式の違いによりいくつかの種類び 
あります。本機は、 DD 巳 2 B に対応しています。 




ットアップ情き良と ICC プ□ファイルについて ( Windows ) 


お使いのコンピュータや os によっては、コンピュー 
夕側で本機のセッ トアップ情報のインストールびあ要 
になることびあります。その場合は、下記の手順で 
セットアップ情報をインストールしてください。（お 
使いのコンピュータや OS によっては、名称.操作ち 
法び異なることびあります。コンピュータの取扱説明 
書と併せてお読みください。） 

に C プ□ファイルとは… 

に C (インターナショナルカラーコンソーシアム）プ 
□ファイルは、液晶モニターの色再現特性を記述した 
ファイルでず。に C プ□ファイルに対応したアプリ 
ケーションで色の再現性を高めます。 

《に C プ□ファイルは 、 Windows 98/2000/ Me / 
XP に対応しています。 

《 Windows 98/2000/ Me / XP でセットアッブ睛報 
をインストールすると、に C プ□ファイルを同時に 
インス!ルされます。に C プ□ファイルだけをイ 
ンストールしたいとさは、28ぺージの「に(：：プ0 
ファイルのインストール」をご覧ください。 

《に C プ□ファイルを使用する場合は次のよラに設を 
して < ださい。 

-「表示モード」：「標準」または「オフィス」 

-「色温度」：「標準」 

-「ガンマ」：の」 

■セットアップ情報のインス I ル 


Windows 95の場合 


Windows 9已に本機のセットアッブ睛報をインス 
トールしまず。 

CD - ROM ドライブを 「 D ドライスとして説明します。 

1 . 巳 D 书〇 M (付属）をコンピユータの CD - ROM ドライ 
ブにセットする。 

2. 「スタート」ボタンをク U ックし、「設定」から「コン 
卜□ールパネル」を選ぶ。 

3. 「画面」をダブルク U ックする。 

4. 「ディスプレイの詳細」、「詳細プロパティ」、「モニ 
夕一」、「変更」の順にク U ックする。 

デノ（イスの選択画面び表示されます。 

已.「ディスク使用」をクリックし、「配布ファイルのコ 
ピー元」を「□:¥」にして rOK 」 をク U ックする。 

已.表示された一覧か5本機を違び、 「 OK 」 をク U ックする。 

7. 本機び表示されていることを確認して、「更新」をク 
リックする。 

8. 「0 K 」 をクリックして、ウィンドウを閉じる。 

白.巳 D - ROM を CD - ROM ドライブから取り出す。 


Windows 98の場合 


Windows 98に本機のセットアッブ睛報をインス 
トールし、本機のに C プ□ファイルを既定値として設 
定します。 

CD - ROM ドライブを ro ドライブ」として説明します。 

惭しし、パードウェアの追加ウィザードが表示された場合】 

1 . 巳 D - ROM (付属）をコンピユータの CD - ROM ドライ 
ブにセットする。 

2. 「次へ」をクリックする。 

3. 「特をの場所にあるすベてのドライバの一覧を作成 
し、インストールするドライバを選択する」を 
チェックし、「なへ」をク U ックする。 

4. 「モデル」び表示されたら「ディスク使用」をク U ック 
し、「配布ファイルのコピー元」をの:¥」にして 
「0 K 」 をクリックする。 

已.表示された一覧から本機を選び、「次へ」、「次へ」、 
「完了」の順にクリックする。 

新しい八ードウェアの追加ウィヴードび表示された 
場合は、をラー度2力'ら操作してください。 

已.巳 D - ROM を CD - ROM ドライブから取り出す。 

惭しい A - ドウェアの追加ウィザードが表示されなかった場合】 

1 . 巳 D 书〇 M (付属）をコンピユータの CD - ROM ドライ 
ブにセットする。 

2. 「スタート」ボタンをク U ックし、「設定」から「コン 
卜□ールパネル」を選ぶ。 

3. 「画面」をダブルク U ックする。 

4. 「設定」、「詳細」、「モニタ」の順にク U ックする。 

已.「オプション」内の「プラグアンドプレイモニタを 

自動的に検出する」をチェックし、「変更」をク U ッ 
クする。 

日.「次へ」をクリックする。 

7. 「特定の場所にあるすベてのドライバの一覧を作成 
し、インストールするドライバを選択する」を 
チェックし、「なへ」をク U ックする。 

8 .「モデル」び表示されたら r ディスク使用」をク U ック 
し、「配布ファイルのコピー元」を r □:¥」にして 
「0 K 」 をクリックする。 

9. 表示された一覧から本機を選び、「なへ」、「なへ」、 
「完了」の順にクリックする。 

10. 本機び表示されていることを確認し、「適用」をク 
リックする。 

11. 「 OK 」 をク U ックして、ウィンドウを閉じる。 

に.巳 D - ROM を CD - ROM ドライブから取り出す。 
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セツトアップ情報とに C プ□ファイルについて (Windows) 


Windows 2000の場合 


Windows 2000に本機のセットアップ情報をインス 

トールし、本機のに巳プ□ファイルを既定値として設 

定します。 

CD - ROM ドライブをのドライスとして説明します。 

1 . 巳 D - R 0 M (付属）をコンピユータの CD 书 0 M ドライ 
ブにセットする。 

2. 「スタート」ボタンをク U ックし、「設定」から「コン 
トロールパネル」を選ぶ。 

3. 「画面」をダブルク U ックする。 

4. 「設定」、「詳細」、「モニタ」の順にク U ックする。 

已.「プ□パティ」、「ドライバ」、「ドライバの更新」の順 
にク IJ ックする。 

已.「デバイスドライバのアップグレードウィヴードの 
開始」び表示されたら r 次へ」をク U ックする。 

7. 「このデバイスの既知のドライバを表示して、その 
一覧から選択する」をチェックし、「次へ」をク U ッ 
クする。 

8. 「モデル」び表示されたら「ディスク使用」をク U ック 
し、「製造元のファイルのコピー元」を「〇:¥」にして 
「0 K 」 をク I 」ックする。 

日.表示された一覧から本機を還び、「なへ」をク I 」ック 
する。 

10. 「次へ」をクリックし、モニタ名に本機び表おされて 
いることを確認し、「完了」をクリックする。 
「デジタル署名び見つかりませんでした」と表示され 
た場合は、 r はし、」をクリックしてください。 

11. 「閉じる」をク U ックして、「画面のプ□パティ」を閉 
じる。 

に. 「0 K 」 をク U ックして、ウィンドウを閉じる。 

13.巳 D - R 0 M を CD - ROM ドライブから取り出す。 


Windows Me の場合 


Windows Me に本機のセツトアツブ睛報をインス 
トールし、本機のに巳プ□ファイルを既定値として設 
定します。 

CD - ROM ドライブを ro ドライブ」として説明します。 


惭しいパードウェアの追加ウィザードび表示された場合】 

1 . 巳 D 书〇 M (付属）をコンピユータの CD - ROM ドライ 
ブにセットする。 

2. 「ドライバの場所を指定する」をチェックし、「次へ」 
をクリックする。 

3. r 特定の場所にあるすベてのドライバの一覧を表示 
し、インストールするドライバを選択する」を 
チェックし、「なへ」をク U ックする。 

4. 「モデル」び表おされたら「ディスク使用」をクリック 
し、「製造元ファイルの〕ピー元」を「□:¥」にして 
「0 K 」 をクリックする。 

已.表示された一覧から本機を選び、「なへ」、「なへ」、 
「完了」の順にク U ックする。 

新しい八ードウェアの追加ウィヴードび表示された 
場合は、をラー度2力'ら操作してください。 

已.巳 D - R 0 M を CD - ROM ドライブから取り出ず。 


惭しい A - ドウェアの追加ウィザードび表示されなかった場合】 

1 . 巳 D - R 0 M (付属）をコンピュータの CD-ROM ドライ 
ブにセットする。 

2. 「スタート」ボタンをクリックし、「設を」から「コン 
卜□ールパネル」を選ぶ。 

3. 「画面」をダブルクリックする。 

4. 「設定」、「詳細」、「モニタ」の順にクリックする。 

已.「オプション」内の r プラグアンドプレイモニタを 

自動的に検出する」をチェックし、「変更」をク U ッ 
クする。 

日.「ドライバの場所を指定する」をチェックし、「なへ」 
をクリックする。 

7. r 特定の場所にあるすベてのドライバの一覧を表示 
し、インストールするドライバを選がする」を 
チェックし、「なへ」をク U ックする。 

8 . r モデル」び表示されたら「ディスク使用」をクリック 
し、「製造元ファイルの〕ピー元」を「□:¥」にして 
「0 K 」 をクリックする。 

9. 表示された一覧から本機を選び、「なへ」、「次へ」、 
「完了」の順にク U ックする。 

10. 本機び表示されていることを確認し、「適用」をク 
リックする。 

11 . roK 」 をク U ックして、ウィンドウを閉じる。 

に.巳 D - R 0 M を CD - ROM ドライブから取り出す。 
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セツトアップ情報とに C プ□ファイルについて (Windows) 


Windows XP の場合 


Windows XP に本機のセットアッブ睛報をインス 
トールし、本機のに C プ□ファイルを既定値として設 
定します。 

CD - ROM ドライブをのドライスとして説明します。 

1 . 巳 D - ROM (付属）をコンピュータの CD - ROM ドライ 
ブにセットする。 

2. 「スタート」ボタンをク U ックし、「コント□-ルパ 
ネル」を遅ぶ。 

3. 「デスクトップの表示とテーマ」をク U ックし、「画 
面」をクリックする。 

クラシック表示の場合は、「画面」をダブルクリック 
してください。 

4. 「設定」、「詳細設定」、「モニタ」の順にク U ックす 
る。 

已.口□バティ」、「ドライバ」、「ドライバの更新の順 
にクリックする。 

八ードウェアの更新ウィヴードび表示されます。 
「Windows Update に接続しますか？」と表示され 
た場合は、「いいえ、今回は接続しません」をチェッ 
クし、「次へ」をク U ックしてください。 

日.「一覧または特定の場所からインス I -ールする」を 
チェックし、「なへ」をク U ックする。 

7. 「検索しないで、インストールするドライバを選択 
する」をチェックし、「次へ」をク U ックする。 

8. 「ディスク使用」をクリックし、「製造元のファイル 
の〕ピー元」を「□:¥」にして roK 」 をク U ックする。 

白.表おされた一覧から本機を逞び、 r 次へ」をクリック 
する。 

「 Windows □ゴテストに合格していません…」と表 
示された場合は、「続行」をク U ックしてください。 

10. モニタ名に本機び表示されていることをお認し、 
「完了」をクリックする。 

11. 「閉じる」をク U ックして、「画面のプロパティ」を閉 
じる。 

12. 「 OK 」 をク U ックして、ウィンドウを閉じる。 

13. 巳 D - ROM を CD - ROM ドライブから取り出す。 


■ にじプ□ファイルのインス I ル 

本機のに C プ□ファイルをインス I ルします。 

(セットアップ情報をずでにインス I ルしている場 
合は、プ□ファイルを同時にインストールされていま 
すので、この操作は不要です。） 

1 . 巳 D - ROM (付属）をコンピュータの CD - ROM ドライ 
ブにセットする。 

2. 「スタート」ボタンをク U ックし、「設定」から「コン 
卜□ールパネル」を選ぶ。 

3. 「画面」をダブルク U ックする。 

Windows XP でカテゴ U 表示の場合は、「デスク 
トップの表示とテーマ」をク U ックし、「画面」をク 
リックしてください。 

4. 「設定」、「詳細設を」の順にク I 」ックする。 

已.「全般」をクリックし、「互換性」内の「再起動しない 
で、新しい表示の設定を適用する」を選び、「色の管 
理」をクリックする。 

已.「追加」をクリックし、ファイルの場所を巳 D 书 OM 
にする。 

7. インストールしたい r カラープ□ファイル」を還び、 
「追加」をクリックする。 

8. プ□ファイルを選び、「既定値に設を」をク U ックす 
る。 

9. 「 OK 」 をクリックしてウィンドウを閉じる。 

10. 巳 D - ROM を CD - ROM ドライブから取り出す。 

《に C プ□ファイルを使用する場合はなのよラに設定 
してください。 

-「表示モード」：「標準」または「オフィス」 

-「色温度」：「標準」 

- r ガンマ」：「0」 
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(3〇1〇巧乂口(：プ0 フ アイルに ついて (MacOS) 


ColorSync プ□ファイルとは… 

ColorSync はアップル〕ンピュータ社のカラーマ 
ネージメントシステムで、対応したアプ U ケーシヨン 
で色再現性を実現するための機能です 。 ColorSync 
プ□ファイルには液晶 モニターの 色再現特性を記述し 
ていまず。 

※本機の巳010 rSync プ□ファイルは、 Ma 巳 0 S 8 .已 
しソ降に対応しています。 

《 ColorSync プ□ファイルを使用する場合は次のよ 
うに設をしてください。 

-「表示モード」：「標準」または「オフィス」 

-「色温度」：「標準」 

- r ガンマ」：「0」 


ColorSync プ□ファイルの設定ち法 

《システムに 「PC Exchange 」 または 「File 

Exchange 」 びインストールされている必要びあり 

cK ^ 〇 

※お使いのコンピュータや 0 S によっては、名称•操 
作ち法び異なることびあります。コンピュータの取 
扱説明書と併せてお読みください。 

1 . 巳 D 书〇 M (付属）をコンピュータの CD - ROM ドライ 
ブにセツトする。 

2. CD - ROM 内の使用するプ□ファイルを、 
ColorSync プ□ファイルフォルダにコピーする。 

3. コントロールパネルの ColorSync で、使用するプ 
□ファイルを選ぶ。 
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VESA 規格準拠アームの取り付け方 


VESA 規格に準拠した市販のアームを取り付けること 
びでをます。アームはお客様でご用意ください。 

《本機に取り付けるアームは、しソ下の点にミ主意してお 
選びください。 

• VESA 規格に対応し、本機に取り付ける部分のネ 
ジ巧間隔び100 mm X ] 00 mm のをの 
•本機を取り付けてを、外れたり、倒れたりしない 
をの 

《ケーブルを無理に巧げたり、ケーブルに力び加わら 
ないよラにしてください。断線などの故障の原因に 
なります。 

※本書ととちに、アームに付属の説明書ちよくお読み 
<ださい。 


A 指をはさんだり、スタンドを落としたりしな 
注意いようにごを意ください。けがの原因になる 
ことびあ0まず。 

A 通風孔をふさびないでください。内部に熱げ 
ま*こちり、発熱や凳义の原因となることがあり 
まず。 


1. ケーブルを取り外ず。 

2. を定した水平な机などの上に、柔 S かい巧などを敦 

く。 

3. 本機を傷つけないように、表示部を下向をにして 
ゆっくりと置く。 

《 193 G は、スタンドを一ま長く伸ばした状態で 
置いてください。 （7 ページ） 

心 【193 G 】 ディスプレイ部とスタンド部の両方 
ま*をしっかりと持って、ゆっくりと倒してくだ 
さい。 

本機を傾けるとさに、スタンドび急に伸びる 
と、けびの原因になることびあります。 


4.ネジ (4 本)を外して、スタンドをがず。 




※スタンド-台座は本機専用です。取り外したスタン 
ドは他の機器で使用しないでください。 

《取り外したネジは、スタンド-台座ととちに保管 
し、再度スタンドを取り付けるとをは、必ず元のネ 
ジを使用してください。別のネジを使用すると、故 
障などの原因になります。 


A スタンドを分解しないでください。 

注意部品び飛び出して、けびの原因になることび 
あ D ます。 

A 193 G か6がしたスタンドは、一を長く伸び 
ま*た状態のままな管してください。 

スタンドは伸び縮みします。縮めた状態から 
急に伸びると、けびの原因になることびあり 
まず。 


5. アームをネジ (4 本)で固定ずる。 



《固定用のネジは、アームの取り付け面からの長さび 
日〜 8 mm の M 4 を使用してください。指定しソ外の 
ネジを使用すると、脱落や、本機内部の破損の原因 
になります。 


6〜 
1 

8 mm 

E ： 

中 

b 


|| 

アーム固定用ネジ 


L 

- y —ム 


1— 

—本機のアーム取り付け部 
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•製品についてのお問い合わせは • • 



に日日己年] ] 月現在) 

シャープ株式会社 


本 社〒已4日-8已吕2大阪市阿倍野区長池町22蚕22号 

情報通信事業本部 〒 639-1186 奈良県大和郡山市美濃な的492番地 
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